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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上方開放型の金属製容器の底部にキャスターを有するワゴンの搬出入部、該搬出入部よ
りも高所に自動開閉扉を備えた洗浄室、該自動開閉扉の前方位置と前記搬出入部との間で
ワゴンを昇降させる昇降装置、該洗浄室内でワゴンを保持するワゴン保持枠、該ワゴン保
持枠を、該ワゴン保持枠の前後方向を中心に旋回させる旋回駆動手段、該ワゴン保持枠に
保持されて前記旋回駆動手段によって旋回するワゴンに向けて周囲の複数箇所から洗浄液
を噴射する洗浄ノズル、を具備し、
　前記ワゴン保持枠は、ワゴンのキャスターが載る支持レール部と、該ワゴンの側面部及
び上縁部に対して近接ないし当接する複数本のガイドバーとが、前後方向に沿って配設さ
れ、
　前記複数本のガイドバーは、
　前記昇降装置によって昇降されたワゴンが、前記洗浄室内に押し込まれると、該ワゴン
の側面部及び上縁部に対して近接ないし当接し、もって、当該ワゴンを挟み込んでなるワ
ゴン洗浄機。
【請求項２】
　前記ワゴン保持枠は、前後部に円環部を有し、各円環部に周方向複数箇所で転接するガ
イドローラーを介して前記洗浄室内で旋回自在に保持されてなる請求項１に記載のワゴン
洗浄機。
【請求項３】
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　前記ワゴン保持枠の後部側中心部に設けた支軸と、前記旋回駆動手段側の旋回駆動軸と
がユニバーサルジョイントを介して連結されてなる請求項２に記載のワゴン洗浄機。
【請求項４】
　前記回転駆動手段が可逆転モーターからなり、前記ワゴン保持枠が一方向へ１８０～３
６０°旋回後に元位置まで逆転旋回するように構成されてなる請求項１～３のいずれかに
記載のワゴン洗浄機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、食肉原料や食肉加工品を運ぶミートワゴンを始めとして、食品類や魚介類、
これらの中間加工品等の搬送に使用された手押し式のワゴンを洗浄するためのワゴン洗浄
機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に、食肉加工場では、食肉原料や食肉加工品の場内搬送に手押し式のミートワゴ
ンが使用されている。このミートワゴンは、上方に開放した角箱状をなすステンレス鋼製
の容器底部に、前後部の各１輪と中間部の左右２輪のキャスターを備え、該容器の後面上
部にハンドルが付設されると共に、左右側面の下部に前後方向に沿う係止条片が突設され
た形態を有している。そして、使用後のミートワゴンは、衛生上、内外に付着した汚れを
除くために洗浄する必要があるが、一般的に約４０ｋｇの重量があり、手洗浄ではワゴン
の反転操作を含めて多大な労力を要することから、ワゴン洗浄機による自動洗浄が多用さ
れている。
【０００３】
　従来、ワゴン洗浄機としては、洗浄室の手前にワゴン反転装置が設置され、この反転装
置の跳ね板の遊端側にワゴンを載せ、該跳ね板を跳ね上げることにより、該ワゴンを上下
反転させて洗浄室内へ投入し、該洗浄室内に配置した洗浄ノズルから噴射する洗浄液によ
って該ワゴンの内外を洗浄するものが主流である（例えば、非特許文献１～３）。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００４】
【非特許文献１】インターネット・ウエブ・ミートワゴン洗浄機（検索日:2014年4月25日
）http://www.tpl.ecnet.jp/japanese/machine/mw.htm
【非特許文献２】インターネット・ウエブ・ミートワゴン洗浄機（検索日:2014年4月25日
）http://www.hanaki-eng.co.jp/kakou_m/08-02.htm
【非特許文献３】インターネット・ウエブ・ミートワゴン洗浄機（検索日:2014年5月 1日
）http://cgi3.asahigien-kk.com/machine/machine09
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、前記従来のワゴン洗浄機では、ワゴンを反転させて洗浄室内へ投入する
際、付着物が飛散して周辺を汚すことが多々ある上、洗浄室内で定姿勢のワゴンに対して
定位置から洗浄水を噴射することから、ワゴンの部位によって洗浄不充分な箇所が残り易
く、また大サイズの跳ね板を起倒動作させるワゴン反転装置のために大きな設置スペース
を要するといった問題があった。
【０００６】
　本発明は、上述の事情に鑑みて、ミートワゴンを始めとする種々の手押し式のワゴンを
洗浄するワゴン洗浄機として、従来のような大掛かりなワゴン反転装置を要さずにワゴン
を洗浄室へ運び込むことができ、その運び込みの際に付着物が周囲に飛散する懸念がなく
、しかもワゴンの内外全体を余すことなく確実に能率よく洗浄でき、設置スペースも小さ
くて済むものを提供することを目的としている。
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【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するための手段を図面の参照符号を付して示せば、請求項１の発明に係
るワゴン洗浄機は、上方開放型の金属製容器Ｖの底部にキャスターＣ１～Ｃ４を有するワ
ゴンＷの搬出入部１０、該搬出入部１０よりも高所に自動開閉扉１１を備えた洗浄室１、
該自動開閉扉１１の前方位置と搬出入部１０との間でワゴンＷを昇降させる昇降装置２、
該洗浄室１内でワゴンＷを保持するワゴン保持枠３、該ワゴン保持枠３を、該ワゴン保持
枠３の前後方向を中心に旋回させる旋回駆動手段（可逆転モーターＭ）、該ワゴン保持枠
３に保持されて前記旋回駆動手段（可逆転モーターＭ）によって旋回するワゴンＷに向け
て周囲の複数箇所から洗浄液Ｌ１を噴射する洗浄ノズル４Ａを具備し、
　前記ワゴン保持枠３は、ワゴンＷのキャスターＣ１，Ｃ２が載る支持レール７と、該ワ
ゴンＷの側面部及び上縁部に対して近接ないし当接する複数本のガイドバー３４Ａ～３４
Ｃとが、前後方向に沿って配設され、
　前記複数本のガイドバー３４Ａ～３４Ｃは、
　前記昇降装置２によって昇降されたワゴンＷが、前記洗浄室１内に押し込まれると、該
ワゴンＷの側面部及び上縁部に対して近接ないし当接し、もって、当該ワゴンＷを挟み込
んでなる構成としている。
 
【０００８】
　請求項２の発明は、上記請求項１のワゴン洗浄機において、ワゴン保持枠３は、前後に
円環部（外側円環部）３２Ａ，３２Ｂを有し、各円環部３２Ａ，３２Ｂに周方向複数箇所
で転接するガイドローラー５を介して洗浄室１内で旋回自在に保持されてなるものとして
いる。
【０００９】
　請求項３の発明は、上記請求項２のワゴン洗浄機において、ワゴン保持枠３の後部側中
心部に設けた支軸６Ａと、旋回駆動手段側の旋回駆動軸６Ｂとがユニバーサルジョイント
６１を介して連結されてなるものとしている。
【００１１】
　請求項４の発明は、上記請求項１～３のいずれかのワゴン洗浄機において、回転駆動手
段が可逆転モーターＭからなり、ワゴン保持枠３が一方向へ１８０～３６０°旋回後に元
位置まで逆転旋回するように構成されてなる。
【発明の効果】
【００１２】
　次に、本発明の効果について図面の参照符号を付して説明する。まず、請求項１の発明
に係るワゴン洗浄機によれば、使用後のワゴンＷが洗浄室１の前方下部の搬出入部１０に
搬入されると、昇降装置２が作動して該ワゴンＷを洗浄室１の自動開閉扉１１の前方位置
まで持ち上げると共に、該自動開閉扉１１が開動するから、該ワゴンＷをそのまま洗浄室
１内に運び込んでワゴン保持枠３に保持させることができる。従って、従来のような反転
操作に伴う付着物の飛散がなく、周辺が付着物で汚れて不衛生となるのを未然に防止でき
、飛散付着物を除去するための清掃作業も不要となる。しかも、洗浄室１内ではワゴンＷ
を保持したワゴン保持枠３が縦旋回し、ワゴンＷが該縦旋回で向きを変えつつ周囲の複数
箇所の洗浄ノズル４Ａからの洗浄液Ｌ１の噴射を受けるから、該ワゴンＷの内外全体が効
率よく短時間で余すことなく確実に洗浄される。一方、このワゴン洗浄機では、従来の大
掛かりなワゴン反転装置が不要となり、これによって設置スペースを大幅に削減できると
いう利点がある。
　さらに、ワゴン保持枠３は、ワゴンＷのキャスターＣ１，Ｃ２が載る支持レール７と、
該ワゴンＷの側面部及び上縁部に対して近接ないし当接する複数本のガイドバー３４Ａ～
３４Ｃとが、前後方向に沿って配設され、複数本のガイドバー３４Ａ～３４Ｃは、昇降装
置２によって昇降されたワゴンＷが、洗浄室１内に押し込まれると、該ワゴンＷの側面部
及び上縁部に対して近接ないし当接し、もって、当該ワゴンＷを挟み込んでなるから、こ
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のワゴン保持枠３の内側にワゴンＷを押し込むだけで、該ワゴンＷが当該ワゴン保持枠３
と一体に旋回可能に保持されるという利点がある。
【００１３】
　請求項２の発明によれば、ワゴン保持枠３が前後の円環部（外側円環部）３２Ａ，３２
Ｂにおいて周方向複数箇所のガイドローラー５を介して旋回自在に保持されており、該ワ
ゴン保持枠３とワゴンＷの重量がガイドローラー５を介して洗浄室１側で支承され、旋回
駆動手段側には該重量が負荷しないから、低い駆動力で該ワゴン保持枠３を円滑に旋回さ
せることができる。
【００１４】
　請求項３の発明によれば、上記の前後部を周方向複数箇所のガイドローラー５で縦旋回
自在に保持されたワゴン保持枠３の後部側中心部の支軸６Ａと、旋回駆動手段側の旋回駆
動軸６Ｂとがユニバーサルジョイント６１を介して連結されているから、ワゴン保持枠３
側の旋回に多少の芯振れを生じても、支障なく旋回駆動手段による旋回駆動力が該ワゴン
保持枠３に伝達される。
【００１６】
　請求項４の発明によれば、回転駆動手段が可逆転モーターＭからなり、ワゴン保持枠３
が一方向へ１８０～３６０°旋回後に元位置まで逆転旋回するように構成されているから
、ワゴンＷの全面を確実に洗浄できると共に、洗浄後のワゴンＷを元の姿勢として引き出
すためのワゴン保持枠３の位置決め停止を精度よく容易に設定できる。
 
 
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の第一実施形態に係るワゴン洗浄機の全体外観を示す斜視図である。
【図２】同ワゴン洗浄機の洗浄室内部を示す縦断正面図である。
【図３】同ワゴン洗浄機の要部の縦断側面図である。
【図４】同ワゴン洗浄機のワゴン保持枠を示し、（ａ）は一部破断側面図、（ｂ）は（ａ
）のＸ－Ｘ線の矢視断面図である。
【図５】同ワゴン洗浄機の流路系統図である。
【図６】本発明の第二実施形態に係るワゴン洗浄機の概略平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下に、本発明に係るワゴン洗浄機の実施形態について、図面を参照して具体的に説明
する。
【００１９】
　第一実施形態のワゴン洗浄機は、図１に示すように、洗浄室１の前方下部をワゴンＷの
搬出入部１０として、該洗浄室１の前面の該搬出入部１０よりも高所に自動開閉扉１１を
嵌装した出入口１ａが構成されると共に、該搬出入部１０に昇降装置２が配置している。
そして、自動開閉扉１１は、エアシリンダーＳ１を介して門形の昇降ガイド１２に沿って
昇降作動し、その上昇によって出入口１ａが開放するようになっている。
【００２０】
　また、洗浄室１上には、旋回駆動用の可逆転モーターＭが設置されると共に、前部側に
ドラフト部１３が上向きに突設され、このドラフト部１３から排気ファンＦを介装した排
気部１３ａが後方へ突出している。また、洗浄室１の右外側下部には、内部が各々蓋付き
の洗浄液槽Ｔ１とすすぎ液槽Ｔ２とに区割された処理液タンクＴが配置し、左外側には制
御盤１８が配置している。なお、ワゴンＷは、一般的な仕様のミートワゴンであり、上方
に開放した角箱状をなすステンレス鋼製の容器Ｖの底部に、前後部の２輪と中間部の左右
２輪のキャスターＣ１～Ｃ４（図２，図３参照）を備えており、該容器Ｖの後面上部にハ
ンドルＨ、左右側面の下部に前後方向の係止条片Ｅが突設されている。
【００２１】
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　昇降装置２は、エアシリンダーＳ２を介して門形の昇降ガイド２０に沿って昇降作動す
る昇降枠２１を備え、該昇降枠２１の下端部には前方へ突出するワゴン受け台２２が一体
形成されている。このワゴン受け台２２は、水平な受け板部２２ａの左右両側に側板部２
２ｂ，２２ｂが立設されており、受け板部２２ａの左右方向中央部には、前後方向に沿っ
て平行配置して前端側で相互間隔を拡大する２本のキャスター誘導用条片２３，２３が突
設されている。そして、受け板部２２ａの上面には、左右両側の各一か所と、図３に示す
如くキャスター誘導用条片２３，２３間の前後二カ所とに、円弧状に凹む凹陥部２４が形
成されており、該受け板部２２ａ上にワゴンＷを搬入した際に、そのキャスターＣ１～Ｃ
４が各凹陥部２４に嵌まり込むことで、該ワゴンＷを定位置に保持するようになっている
。なお、搬出入部１０の手前には、ワゴンＷを床面からワゴン受け台２２上へ乗り上げさ
せるための傾斜板１０ａが配置している。
【００２２】
　図２及び図３に示すように、洗浄室１内には、ステンレス鋼製のパイプ材にて外形略横
円筒状に構築されたワゴン保持枠３が配置しており、このワゴン保持枠３の周囲の左右両
側の各上下二カ所に洗浄ノズル４Ａが配置すると共に、右側の上下二カ所にすすぎノズル
４Ｂが配置している。そして、図２に示すように、該洗浄室１の底部１５は中央側が低く
なり、その最低部と処理液タンクＴとの間に還流管１６がストレーナー１７を介して接続
されている。また、図３に示すように、該洗浄室１の下側には、２基の洗浄ポンプＰ１，
Ｐ１と、１基のすすぎポンプＰ２とが設置されている。なお、図３に示すように、洗浄ノ
ズル４Ａは、洗浄液供給管４０の上下の水平管部４０ａ，４０ｂに各々複数個（図では５
個）が一定間隔で配置している。図３では図示されないが、すすぎノズル４Ｂも同様の配
置である。また、洗浄室１の下側には、２基の洗浄ポンプＰ１，Ｐ２と、１基のすすぎポ
ンプＰ２とが設置されている。
【００２３】
　ワゴン保持枠３は、図４（Ａ）（Ｂ）に示すように、前後に離間して配置する同径の内
側円環部３０Ａ，３０Ｂが周方向に等配する複数箇所（図では８箇所）で前後方向に沿う
連結バー３１を介して連結され、両内側円環部３０Ａ，３０Ｂに対して径大の外側円環部
３２Ａ，３２Ｂが同心状に配置し、内外の円環状部３０Ａ，３２Ａ同士ならびに３０Ｂ，
３２Ｂ同士がそれぞれ周方向に等配する複数箇所（図では８箇所）で半径方向に沿う短い
連結パイプ３３を介して連結され、更に後部の内側円環状部３０Ｂとその後方に短間隔を
おいて配置する同径の後端円環部３０Ｃとが周方向に等配する複数箇所（図では１０箇所
）で前後方向に沿う短い連結パイプ３６を介して連結され、全体として略円筒状のパイプ
構体を形成している。
【００２４】
　そして、前後の内側円環部３０Ａ，３０Ｂ間には、中央下部に位置する縦断面上向き開
放コ字形の支持レール７と、左右各側３本のガイドバー３４Ａ～３４Ｃとが前後方向に沿
って架設されている。これらガイドバー３４Ａ～３４Ｃは、前後両端部に対して中間の主
要長さ部分がワゴン保持枠３の中心側に接近するように前後部で屈曲しており、最上位の
ガイドバー３４Ａの後部側には下向きの曲折によるストッパー８Ａが形成されている。ま
た、最上位のガイドバー３４Ａと次位のガイドバー３４Ｂとは近接して配置すると共に、
最下位のガイドバー３４Ｃはワゴン保持枠３の下部寄りの位置に配置している。一方、支
持レール７は、内側円環部３０Ａ，３０Ｂの各々の円弧内側に架設した左右方向の支持バ
ー３５上に前後両端部を固着しており、後部寄り位置に上方へ突出する突片状のストッパ
ー８Ｂが固設されている。更に、該ワゴン保持枠３の後部側の中心部には前後方向に沿う
支軸６Ａを有しており、この支軸６Ａを保持するボス部３８と、後部の内側円環状部３０
Ｂ及び後端円環部３０Ｃとが放射状に配置する複数本（図では８本）のスポークバー３７
を介して連結一体化されている。
【００２５】
　このワゴン保持枠３は、図２及び図３に示すように、洗浄室１内において、その前後の
外側円環部３２Ａ，３２Ｂの各々に、前後に配置する各取付フレーム１４に設けた上部及
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び左右両側部のガイドローラー５を転接させることにより、縦旋回自在に保持されると共
に、その支軸６Ａが該洗浄室１の壁部に軸受６２を介して取り付けられた旋回駆動軸６Ｂ
にユニバーサルジョイント６１を介して連結されている。そして、該旋回駆動軸６Ｂは、
、可逆転モーターＭ（図１参照）の作動により、外端側に設けたスプロケット６３に巻掛
けた無端チェーン６４を介して回転駆動するように構成されている。
【００２６】
　洗浄室１の自動開閉扉１１を嵌装した出入口１ａの下端には、昇降装置２のワゴン受け
台２２における受け板部２２ａの後部側と同様形状のステップ１ｂが内側へ張設されてお
り、該ステップ１ｂの中央位置に近接して同高さに、停止姿勢にあるワゴン保持枠３の支
持レール７の前端が臨んでいる。なお、図３では、ワゴン保持枠３の複数本の連結バー３
１について、該ワゴン保持枠３におけるワゴンＷの保持姿勢が判りやすいように、上下位
置以外の図示を省略している。
【００２７】
　図５の流路系統図に示すように、処理液タンクＴの洗浄液槽Ｔ１では水Ｗａと所定量の
洗剤Ｓｏの注入によって洗浄液Ｌ１が調整され、すすぎ液槽Ｔ２にはすすぎ液（通常は水
）Ｌ２が注入されるが、これら洗浄液Ｌ１及びすすぎ液Ｌ２は生水蒸気ＨＳの導入によっ
て所定温度に加温される。そして、洗浄液Ｌ１は、洗浄ポンプＰ１，Ｐ１によって洗浄室
１内へ送給され、各洗浄ノズル４Ａから噴射されたのち、該洗浄室１の底部からストレー
ナー１７を経て固形物を除かれた上で、還流管１６より洗浄液槽Ｔ１へ戻される形で循環
使用されるが、汚れの蓄積を避けるために定期的又は継続的に新液が追加され、余剰分が
オーバーフローして排水路Ｄ１へ排出される。また、すすぎ液Ｌ２は、洗浄液Ｌ１による
洗浄終了後、すすぎポンプＰ２の作動によって洗浄室１内へ送給され、各すすぎノズル４
Ｂから噴射されたのち、該洗浄室１の底部からストレーナー１７に通されるが、使い捨て
として流路切換バルブ１９を介してオーバフロー管路に合流する排水管を通して排水路Ｄ
２へ排出される。
【００２８】
　上記構成のワゴン洗浄機によって使用後のワゴンＷを洗浄するには、まず該ワゴンＷを
昇降装置のワゴン受け台２２上へ搬入する。この搬入の際、該ワゴンＷは、前後のキャス
ターＣ１，Ｃ２をワゴン受け台２２のキャスター誘導用条片２３，２３間に進入させるこ
とで、左右方向の位置決めがなされ、次いで図３の仮想線で示すように、全キャスターＣ
１～Ｃ４が該ワゴン受け台２２の各凹陥部２４に嵌まり込むことで、前後方向にも位置決
めされると共に、該ワゴン受け台２２上で不用意に進退しない安定状態に保持される。そ
して、スイッチ操作あるいはセンサーによるワゴン検出に基づく自動操作により、エアシ
リンダーＳ２が収縮作動し、ワゴンＷを載せたワゴン受け台２２が上昇し、これに伴って
エアシリンダーＳ１の収縮作動によって自動開閉扉１１も上昇して洗浄室１の出入口１ａ
が開放する。なお、ワゴン受け台２２は、その上限位置で出入口１ａのステップ１ｂと同
高さになるように設定されている。
【００２９】
　次に、昇降装置によって持ち上げられたワゴンＷをそのまま出入口１ａから洗浄室１内
へ押し込むと、図２に示すように、前後のキャスターＣ１，Ｃ２が停止しているワゴン保
持枠３の支持レール７上に載ると共に、容器Ｖの左右上角部がそれぞれワゴン保持枠３の
ガイドバー３４Ａ，３４Ｂ間に挟まれ、また該容器Ｖの下部側も左右のガイドバー３４Ｃ
，３４Ｃ間に挟まれることで、傾きのない安定した姿勢で該ワゴン保持枠３の内側へ進入
する。そして、図３に示すように、容器Ｖの前端上縁が左右のガイドバー３４Ａ，３４Ａ
のストッパー８Ａに当接し、同時に前部キャスターＣ１が支持レール７のストッパー８Ｂ
に当接することにより、該ワゴンＷがワゴン保持枠３の内側で定位置に保持される。
【００３０】
　かくしてワゴンＷが洗浄室１内へ運び込まれると、スイッチ操作あるいはセンサーによ
るワゴン保持枠３内のワゴン検出に基づく自動操作により、自動開閉扉１１が下降して洗
浄室１の出入口１ａを閉鎖し、次いで洗浄ポンプＰ１，Ｐ２が作動してワゴン保持枠３の
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周囲の各洗浄ノズル４Ａから洗浄液Ｌ１が噴射され、この噴射中に可逆転モーターＭの作
動によってワゴン保持枠３が縦旋回し、その旋回過程で該ワゴンＷの内外が余すことなく
洗浄される。この洗浄終了後、ワゴン保持枠３の縦旋回が継続している状態で、すすぎポ
ンプＰ２が作動してすすぎノズル４Ｂからすすぎ液Ｌ２が噴射され、ワゴンＷの内外がす
すぎ洗いされる。このすすぎ洗いの終了後、ワゴン保持枠３が支持レール７を下にする元
の姿勢で停止すると共に、排気ファンＦが作動して洗浄室１内の高湿暖気を排気する。
【００３１】
　次に、エアシリンダーＳ１の収縮作動によって自動開閉扉１１が上昇し、出入口１ａが
開放するから、ワゴン保持枠３から洗浄後のワゴンＷを引き出し、昇降装置２の上昇位置
にあるワゴン受け台２２上に載せる。そして、スイッチ操作あるいはセンサーによるワゴ
ン検出に基づく自動操作により、エアシリンダーＳ２が伸長作動し、ワゴンＷを載せたワ
ゴン受け台２２が搬出入部１０まで下降するから、該ワゴン受け台２２からワゴンＷを搬
出すればよい。
【００３２】
　なお、洗浄ポンプＰ１，Ｐ２、すすぎポンプＰ２、可逆転モーターＭ、排気ファンＦ等
の作動・停止、流路切換バルブ１９の作動は、制御盤１８に予め入力した洗浄プログラム
に基づく自動制御によってなされる。通常、洗浄液Ｌ１による洗浄時間は１～２分程度、
すすぎ液Ｌ２によるすすぎ時間は数十秒程度、ワゴンＷの搬入から搬出までに要する時間
は数分程度である。
【００３３】
　洗浄及びすすぎ中のワゴン保持枠３の縦旋回は、一方向への連続回転でもよいが、洗浄
及びすすぎの終了後に該ワゴン保持枠３を元の姿勢に精度よく位置決めして停止させる必
要から、一方向へ旋回後に逆方向へ戻し旋回させる反復旋回方式が停止機構的に有利であ
る。この反復旋回における旋回角度は、ワゴンＷの内外全体を充分に洗浄する上で１８０
～３６０°の範囲、つまり１／２回転から１回転の範囲が好ましく、通常は図５で矢印に
て示すように２７０°（３／４回転）程度とする。
【００３４】
　このようなワゴン洗浄機によれば、該ワゴンＷを反転させることなく洗浄室１内へ搬入
できるから、従来のような反転操作に伴う付着物の飛散がなく、周辺が付着物で汚れて不
衛生となるのを未然に防止でき、飛散付着物を除去するための清掃作業も不要となる上、
洗浄室１内ではワゴンＷが縦旋回で向きを変えつつ周囲の複数箇所の洗浄ノズル４Ａから
の洗浄液Ｌ１の噴射を受けるから、該ワゴンＷの内外全体が効率よく短時間で余すことな
く確実に洗浄される。また、このようなワゴンＷの縦旋回による洗浄では、洗浄ノズル４
ＡをワゴンＷの直下に設ける必要がないから、ワゴンＷからの落下した付着物による該洗
浄ノズル４Ａの詰まりを回避できるという利点もある。一方、このワゴン洗浄機では、従
来の大掛かりなワゴン反転装置が不要であるから、設置スペースを大幅に削減できる。
【００３５】
　また、上記実施形態では、ワゴン保持枠３が前後の外側円環部３２Ａ，３２Ｂにおいて
周方向複数箇所のガイドローラー５を介して縦旋回自在に保持されているから、該ワゴン
保持枠３とワゴンＷの重量が洗浄室１側で支承され、旋回駆動軸６Ｂには該重量が負荷せ
ず、もって可逆転モーターＭとして動力の低いものを用いても該ワゴン保持枠３を円滑に
縦旋回させることができる上、ワゴン保持枠３の支軸６Ａと旋回駆動軸６Ｂとがユニバー
サルジョイント６１を介して連結されているから、ワゴン保持枠３側の旋回に多少の芯振
れを生じても、支障なく可逆転モーターＭによる旋回駆動力が該ワゴン保持枠３に伝達さ
れるという利点がある。
【００３６】
　更に、上記実施形態のワゴン保持枠３は、ワゴンＷのキャスターＣ１，Ｃ２が載る支持
レール７と、該ワゴンＷの側面部及び上縁部に対して近接ないし当接する複数本のガイド
バー３４Ａ～３４Ｃとが前後方向に沿って配設され、その内側にワゴンＷを押し込むだけ
で一体に旋回可能に保持できるから、ワゴンＷを固定するための各別なクランプ機構を要
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さず、構造的に簡素で安価に製作できるという利点がある。
【００３７】
　図６に示す第二実施形態のワゴン洗浄機では、洗浄室１の内部構造と付帯設備は前記第
一実施形態と同様であるが、昇降装置２を設けた搬出入部１０に、その左右へ延出する台
座９１が設けられ、該台座９１上を左右へ移動するスライド台９が搭載されており、台座
９１の左右両側前方に傾斜板１０ａが配置している。そして、スライド台９は、その半部
が搬出入部１０に位置する状態で、残る半部が左右一方側に張出する大きさに設定されて
いる。
【００３８】
　この第二実施形態のワゴン洗浄機では、一基のワゴンＷが洗浄室１内で洗浄処理されて
いる間に、次の洗浄処理に供するワゴンＷをスライド台９の搬出入部１０から外れた半部
上に待機させておき、洗浄室１から出された洗浄済みのワゴンＷを昇降装置２で下降させ
、スライド台９の搬出入部１０に位置する半部上に載せると、該スライド台９が移動して
待機するワゴンＷを搬出入部１０に持ち込み、該ワゴンＷを昇降装置２で持ち上げて洗浄
室１へ送り込み、その洗浄処理中に、スライド台９の先の移動に伴って側方へ持ち出され
た洗浄済みのワゴンＷを搬出すると共に、その搬出後のスライド台９上に次のワゴンＷを
搬入して待機させる、という待機交替方式による連続的なワゴンＷの搬出入操作を行える
。従って、この第二実施形態のワゴン洗浄機によれば、洗浄処理のサイクル時間をより短
縮できるという利点がある。
【００３９】
　なお、本発明のワゴン洗浄機は、上記実施形態で例示したミートワゴンに限らず、食品
類や魚介類、これらの中間加工品等の搬送に使用される種々の手押し式のワゴンに適用で
きる。しかして、ワゴンの種類によって容器Ｖの形状が異なったり、キャスターが３輪や
前後２輪ずつの場合があるが、それらの違いに応じて昇降装置２のワゴン受け枠２２の構
造やワゴン保持枠３内でワゴンを位置決めする構造を適宜設定すればよい。また、ワゴン
保持枠３は、ワゴンＷを定姿勢で保持するために、少なくともワゴンＷの側面部及び上縁
部に対して近接ないし当接する複数本のガイドバーと、ワゴンＷのキャスターが載る支持
レール７とを有しておればよく、ワゴンＷの前限位置を設定するストッパーの形態と位置
についても種々設定できる他、この前限ストッパーに加えて、ワゴンＷの後退移動を防ぐ
目的でレバー方式やエアシリンダー方式等で作動する後退防止用ストッパーを付設しても
よい。
【００４０】
　その他、本発明においては、洗浄室１の内部構造、自動開閉扉１１の開閉機構、昇降装
置２の昇降機構、ワゴン保持枠３の縦旋回機構、洗浄ノズル４Ａ及びすすぎノズル４Ｂの
配置構成等につき、実施形態以外に種々設計変更可能である。例えば、洗浄室１内へのワ
ゴンＷの運び込みと引き出しは、手操作によらずに、エアシリンダー等を利用した自動操
作で行うようにしてもよい。また、自動開閉扉１１の開閉作動と昇降装置２のワゴン受け
台２２の昇降作動とを連動させることも可能である。
【符号の説明】
【００４１】
　１　　　　　　　洗浄室
　１ａ　　　　　　出入口
　１０　　　　　　搬出入部
　１１　　　　　　自動開閉扉
　２　　　　　　　昇降装置
　３　　　　　　　ワゴン保持枠
　３２Ａ，３２Ｂ　外側円環部（円環部）
　３４Ａ～３４Ｃ　ガイドバー
　４Ａ　　　　　　洗浄ノズル
　５　　　　　　　ガイドローラー
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　６Ａ　　　　　　支軸
　６Ｂ　　　　　　旋回駆動軸
　６１　　　　　　ユニバーサルジョイント
　７　　　　　　　支持レール
　Ｃ１～Ｃ４　　　キャスター
　Ｌ１　　　　　　洗浄液
　Ｍ　　　　　　　可逆転モーター（旋回駆動手段）
　Ｖ　　　　　　　金属製容器
　Ｗ　　　　　　　ワゴン

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】

【図６】
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